










Induction ot Free Radicals in the Cochlea 



















られなかった。 3時間後では第3回転， 6時間後では頂回転まで認め， 24時間後では金回転で認められな
かった。



















生の経緯を検討した結果， 1時間後に鍋牛基底回転， 3時間後に第3回転. 6時間で頂回転まで発生が認
められ， 24時間後には消失した。
3) 2)と同条件の側頭骨凍結切片にて抗KM抗体を用いて染色したところ， KMの鍋牛感覚~~への移行
は2)で観察された反応産物の移行とほぼ一致する傾向が見られた。
以上のことから. K~lによる内耳障害の過程で.フリーラジカ Jレが発生する可能性が示唆された。また，
KMの鍋午への移行に伴うフリーラジカルの発生の経緯はKMの移行の過程とほぼ一致しており， KMに
よって暴露されることが蝿牛においてフリーラジカルを発生させる誘因となっている可有針生が考えられた。
以上の研究成果は，アミノ配糖体による内!f薬物中毒発現における機序およびその治療法の解明に寄与
するものと考えられ，著者は博士(医学)の学位を授与されるに摘するものと判断した。
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